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平成２１年３月期通期の連結・単体業績予想修正に関するお知らせ 

 

記 

 

   平成２０年１０月１０日に公表しました業績予想におきまして、平成２１年３月期の業績予想について

は、金融市場の変動が大きいことから１１月の決算発表時にお知らせすることとしておりましたが、本

日公表いたしました平成２０年第２四半期の実績等を踏まえ、下記の通り修正いたします。 

      

   平成２１年３月期（平成20年 4月 1日～平成 21年 3月 31 日）連結業績見込み 

                                                                        （単位：百万円） 

 連結経常収益 連結経常利益 連結当期純利益 

前回発表（5/14）（Ａ）          143,000           33,000            19,500 

今回修正       （Ｂ） 160,000 16,500 7,700 

増減額   （Ｂ）－（Ａ） 17,000 △16,500 △11,800 

増減率         （％） 11.8 △50.0 △60.5 

（参考） 

前年同期実績（20年3月期） 
158,855 34,154 18,567 

 

平成２１年３月期（平成 20年 4月 1日～平成 21年 3月 31 日）単体業績見込み 

                                                                    （単位：百万円）      

 経常収益 経常利益 当期純利益 業務純益（参考） 

前回発表（5/14）（Ａ）      127,000       32,000        19,000       38,000 

今回修正       （Ｂ）      143,000        15,000        7,000       27,500 

増減額   （Ｂ）－（Ａ）       16,000      △17,000      △12,000      △10,500 

増減率         （％）        12.5       △53.1       △63.1        △27.6 

（参考） 

前年同期実績（20年3月期） 
140,667 32,318 17,857 38,031 

 

なお、上記の予想は現時点で入手可能な情報並びに速報値や予想計数に基づき作成したもので

あり、実際の業績は今後様々な要因によって予想と異なる場合があります。 

 



業績予想の修正理由 

   （１） 単体業績予想修正の理由 

      経常収益は、有価証券売却益等が当初予想を上回ることにより増加する見込みです。 

      しかしながら、経常利益及び当期純利益は、①内外金融市場の混乱により、保有株式・投資信

託及び外国債券の売却損及び償却が増加する見込みであること、②取引先の業績悪化等により

与信コストが増加する見込みであること、③株式市場の低迷を受け投資信託を中心に預り資産販

売収入が減少する見込みであること、等により当初予想を下回る見込みであります。 

なお、通期配当予想１４円（期末７円）は変更ありません。当行は、株主さまへの還元をより厚く

実施するために平成１８年度より業績連動配当制度を導入しております。今年度の業績予想値で

は、本来であれば特別配当部分がゼロとなりますが、今期の利益低下は金融市場の異常な混乱

による点が大きいことに鑑み、株主還元重視の観点から、当初予定通り１４円（期末７円）の配当を

実施する予定であります。 

 

   （２） 連結業績予想修正の理由 

     単体業績予想の修正によるものであります。 

【参考】 

    公表利益（単体）との差異要因詳細（概数）                          （単位：億円） 

 
 修正 

予想利益 

公表 

予想利益 
増益要因 減益要因 

経常収益  １，４３０ １，２７０ １６０  

     資金利益 ＋ ７９０ ８０２  １２ 

     役務利益 ＋ １５０ １８０  ３０ 

     その他業務利益 

（除く債券関係損益） 
＋ １５ ▲１ １６  

     経費 ― ５９０ ６０１ １１  

コア業務純益  ３６５ ３８０  １５ 

    債券関係損益 ＋ ▲６３ ―  ６３ 

       うち債券売却益  ８５ ― ８５  

       うち債券売却損  ７９ ―  ７９ 

       うち債券償却  ６９ ―  ６９ 

    一般貸倒引当金繰入 ― ２７ ―  ２７ 

業務純益  ２７５ ３８０  １０５ 

    株式関係損益 ＋ ▲４８ １５    ６３ 

       うち株式売却益  １０５ ２３ ８２  

       うち株式売却損  ７７ ―  ７７ 

       うち株式償却  ７６ ８  ６８ 

    個別貸倒引当金繰入 ― ８２ ８０   ２ 

経常利益  １５０   ３２０  １７０ 

特別損益  ▲６ ▲４  ２ 

当期純利益  ７０   １９０  １２０ 

以上 



なお、本件に関するお問合せは下記にお願い致します。 

（株）中国銀行総合企画部  難波 

TEL（０８６）２２３－３１１１ 

 


